
JP 5192010 B2 2013.5.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　差動装置のデフケースと一体に回転するシャフトと、
　軸方向に貫通する前記シャフトの貫通路と、
　前記貫通路内の前記軸方向における一方側に前記軸方向に移動可能に配置されたピスト
ンと、
　前記ピストンを前記軸方向における他方側に付勢するスプリングと、
　前記貫通路の前記軸方向における他方側に設けられて、前記貫通路の内外の圧力差に応
じて前記貫通路の内外を連通または遮断する開閉弁と、
　前記シャフトのピニオンギアとの接合面と前記貫通路とを連通する連通孔と、
を設けたことを特徴とする差動装置のデフケースにおける潤滑構造。
【請求項２】
　前記スプリングは、前記シャフトの回転時に、前記シャフトの回転による遠心力と前記
スプリングの付勢力とが釣り合う位置に前記ピストンを配置させることを特徴とする請求
項１に記載の差動装置のデフケースにおける潤滑構造。
【請求項３】
　前記開閉弁は、
　　前記貫通路内の圧力が外圧よりも高いときには、前記貫通路の内外を遮断し、外圧よ
りも低いときには、前記貫通路の内外を連通させる開閉弁であることを特徴とする請求項
１または請求項２に記載の差動装置のデフケースにおける潤滑構造。



(2) JP 5192010 B2 2013.5.8

10

20

30

40

50

【請求項４】
　前記シャフトは、前記デフケースに回り止めされた状態で固定されており、
　前記連通孔は、デフケースの回転方向に沿って設けられていることを特徴とする請求項
１から請求項３の何れか一項に記載の差動装置のデフケースにおける潤滑構造。
【請求項５】
　連通孔は、前記シャフトの前記ピニオンギアとの接合面において、前記シャフトの前記
軸方向における回転中心側にて連通していることを特徴とする請求項１から請求項４の何
れか一項に記載の差動装置のデフケースにおける潤滑構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、差動装置のデフケースにおける潤滑構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図４の（ａ）は、従来例にかかる差動装置のデフケース１００を示す斜視図であり、（
ｂ）は、（ａ）に示したデフケース１００を面Ａで切断した場合の上部側を、（ａ）にお
いて図示が省略されていた差動装置の他の構成要素と共に示した図である。
【０００３】
　図４の（ｂ）に示すように、車両用の差動装置のデフケース１００は、シャフト１０１
と、ピニオンギア１０２と、サイドギア１０３とを、内部に収納する中空状に形成されて
おり、デフケース１００内では、シャフト１０１で回転可能に支持されたピニオンギア１
０２と、アスクルシャフト１０４と一体に回転するサイドギア１０３とが、互いの歯面を
噛合させた状態で組み付けられている。
【０００４】
　差動装置では、トルクが入力されてデフケース１００が回転軸Ｘ周りに回転すると、シ
ャフト１０１が回転軸Ｘ周りにデフケース１００と一体に回転し、シャフト１０１で支持
されたピニオンギア１０２が回転軸Ｘ周りに公転する。そして、このピニオンギア１０２
の公転により、ピニオンギア１０２が噛合するサイドギア１０３にトルクが伝達されて、
左右のアスクルシャフト１０４が、回転軸Ｘ周りに回転する。
【０００５】
　ここで、デフケース１００内には、シャフト１０１の外周面１０１ａとピニオンギア１
０２の内周面１０２ａとの接合部や、ピニオンギア１０２の当接面１０２ｂとデフケース
１００の内周面１００ａとの接合部のように、車両の走行時に高負荷で摺動する部位があ
り、かかる部位に焼き付きや摩耗を生じるおそれがある。
【０００６】
　そのため、図４の（ａ）に示すように、デフケース１００の内部と外部とを連通する開
口部１００ｂをデフケース１００に設けると共に、差動装置を収容するデフハウジング内
においてデフケース１００の下部側を潤滑油ＯＬに浸けて配置し、デフケース１００が回
転軸Ｘ周りに回転する際に、開口部１００ｂから潤滑油を汲み上げてデフケース１００の
内部を潤滑することや、オイルポンプ（図示せず）で汲み上げた潤滑油を、デフケース１
００の近くに設置したパイプ１０５からデフケース１００に向けて吹きかけて、デフケー
ス１００の内部を潤滑すること、などが行われている。
【０００７】
　また、図４の（ｂ）に示すように、シャフト１０１の外周面１０１ａにオイル溝１０１
ｂを設けて、高負荷で摺動する部位を潤滑できるようにすることや、特許文献１に開示さ
れたように、デフケースの内周面に、高負荷で摺動する部位に向かうオイル通路を設けて
、かかる部位を潤滑すること、なども行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
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【特許文献１】特開平８－２６１３１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、高負荷で摺動する部位を確実に潤滑するためには、デフケース１００の開口部
１００ｂの開口径を大きくする必要があるが、開口径を大きくすると、デフケース１００
が回転する際の潤滑油による攪拌抵抗がより大きくなってフリクションロスとなるため、
燃費が悪化してしまう。さらに、加工工数の増加や、デフケースの構成強度の低下に繋が
ってしまう。
　また、パイプ１０５から潤滑油を吹きかける場合には、潤滑油を汲み上げるためのオイ
ルポンプを大きくする必要があり、オイルポンプでのフリクションロスが大きくなって、
燃費が悪化してしまう。
【００１０】
　さらに、デフケース１００は回転体であるため、デフケース１００の内部に導いた潤滑
油が遠心力で外部に排出されやすいので、オイル溝やオイル通路を設けても、デフケース
１００内に導いた潤滑油の適量を高負荷で摺動する部位に導いて潤滑すること、すなわち
潤滑油の供給量のコントロールが難しいので、デフケース内の高負荷で摺動する部位の焼
き付きや摩耗を、より確実に防止することが難しかった。
【００１１】
　そこで、フリクションロスが大きくならずに、デフケース内の高負荷で摺動する部位の
焼き付きや摩耗を、より確実に防止できるようにすることが求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、差動装置のデフケースと一体に回転するシャフトと、軸方向に貫通するシャ
フトの貫通路と、貫通路内の軸方向における一方側で、軸方向に移動可能に配置されたピ
ストンと、ピストンを軸方向における他方側に付勢するスプリングと、貫通路の軸方向に
おける他方側に設けられて、貫通路の内外の圧力差に応じて貫通路の内外を連通または遮
断する開閉弁と、シャフトのピニオンギアとの接合面と貫通路とを連通する連通孔と、
を設けた構成の差動装置のデフケースにおける潤滑構造とした。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、デフケースと一体にシャフトが回転すると、回転による遠心力を受け
たピストンが、スプリングの付勢力に抗して貫通路内をシャフトの一方側に移動して、貫
通路の容積を増大させる。
　そうすると、貫通路内の圧力が外部よりも小さくなって、シャフトの他方側の開閉弁が
、貫通路の内外を連通させるので、シャフトの他方側が潤滑油に浸かった際に貫通路内に
潤滑油が吸い込まれるようになる。
　そして、回転による遠心力が小さくなると、ピストンが貫通路内をシャフトの他方側に
移動して貫通路の容積を減少させるので、貫通路内の圧力が外部よりも大きくなって、開
閉弁が貫通路の内外の連通を遮断し、さらに貫通路の容積が小さくなると、貫通路内の潤
滑油が、連通孔を通ってシャフトのピニオンギアとの接合面に排出されて、接合面が潤滑
される。
　よって、デフケースの開口部の開口径を大きくすることやデフケースに向けて潤滑油を
噴射するためのパイプなどを設けずに、デフケース内の高負荷で摺動する部位である接合
面に潤滑油を確実に供給できるので、デフケースの剛性強度を下げることなくデフケース
内の潤滑を達成できる。さらに、フリクションロスの問題を生じさせることなく、デフケ
ース内の高負荷で摺動する部位の焼き付きや摩耗を、より確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態にかかる潤滑構造を備える差動装置の断面図である。
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【図２】実施の形態にかかる潤滑構造の要部を説明する図である。
【図３】実施の形態にかかる潤滑構造の動作を説明する図である。
【図４】従来例にかかる差動装置を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
　図１に示すように、変速機ケース（図示せず）の下部に設けられたデフハウジング３で
は、差動装置１のデフケース２が、ベアリング４を介して回転可能に支持されている。
　デフケース２の外周にはファイナルギア８が固定されており、このファイナルギア８に
回転が入力されると、ファイナルギア８とデフケース２とが、回転軸Ｘ周りに一体に回転
する。
【００１６】
　デフケース２は、シャフト５と、ピニオンギア６Ａ、６Ｂと、サイドギア７Ａ、７Ｂと
を、内部に収納する中空状に形成されており、このデフケース２には、ベアリング４が外
周に圧入される円筒状の軸部２１が、左右方向（回転軸Ｘ方向）に延出して設けられてい
る。
　左右の軸部２１には、それぞれ左右のアスクルシャフト９が軸方向から挿入されており
、アスクルシャフト９は、軸部２１で回転可能に支持されている。
【００１７】
　デフケース２内において、アスクルシャフト９の先端部９ａは、サイドギア７Ａ、７Ｂ
の貫通孔７１にスプライン嵌合しており、サイドギア７Ａ、７Ｂとアスクルシャフト９と
が、回転軸Ｘ周りに一体回転可能に連結されている。
【００１８】
　デフケース２には、回転軸Ｘに直交する方向に貫通した軸孔２ａ、２ａが、デフケース
２の内部空間Ｓを挟んで対称となる位置に設けられている。
　軸孔２ａ、２ａは、回転軸Ｘに直交する軸Ｙ上に位置しており、シャフト５の一端５ａ
側および他端５ｂ側が挿入されている。
【００１９】
　シャフト５の一端５ａ側および他端５ｂ側は、図示しないピンでデフケース２に固定さ
れており、シャフト５は、軸Ｙ周りの自転が禁止されている。
　シャフト５の一端５ａおよび他端５ｂは、デフケース２の外周面２ｂと略面一に配置さ
れて、デフケース２の外側に露出している。
　デフケース２の下部側は、デフハウジング３内の潤滑油に浸っており、実施の形態では
、シャフト５の一端５ａまたは他端５ｂが最も下部側に位置した際に、シャフト５の一端
５ａまたは他端５ｂが少なくとも潤滑油内に位置する高さまで、デフハウジング３内に潤
滑油が貯留されている。
【００２０】
　シャフト５は、デフケース２内において、サイドギア７Ａ、７Ｂの間に位置しており、
軸Ｙに沿って配置されている。
【００２１】
　デフケース２内においてシャフト５には、ピニオンギア６Ａ、６Ｂが外挿して回転可能
に支持されている。
　ピニオンギア６Ａ、６Ｂは、シャフト５の長手方向（軸Ｙの軸方向）で間隔を空けて２
つ設けられており、ピニオンギア６Ａ、６Ｂは、互いの歯部６２を対向させた状態で配置
されている。シャフト５においてピニオンギア６Ａ、６Ｂは、当該ピニオンギア６Ａ、６
Ｂの軸心を、シャフト５の軸心と一致させて設けられている。
【００２２】
　デフケース２内において、回転軸Ｘの軸方向におけるピニオンギア６Ａ、６Ｂの両側に
は、サイドギア７Ａ、７Ｂが位置している。
　サイドギア７Ａ、７Ｂは、互いの歯部７２を対向させた状態で、回転軸Ｘの軸方向に間
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隔を空けて２つ設けられており、ピニオンギア６Ａ、６Ｂとサイドギア７Ａ、７Ｂとは、
互いの歯部６２、７２を噛合させた状態で組み付けられている。
【００２３】
　図２の（ａ）は、図１におけるＡ－Ａ断面図であって、シャフト５と、このシャフト５
で回転可能に支持されたピニオンギア６Ａ、６Ｂの部分を抜き出して、仮想線で模式的に
示したデフケース２と共に示したものであり、実施の形態にかかる潤滑構造を説明する図
である。（ｂ）は、（ａ）におけるＡ－Ａ断面図であり、（ｃ）は、（ａ）における開閉
弁３０の部分を拡大して示す図である。
【００２４】
　シャフト５には、軸方向に貫通する貫通路５１が形成されている。
　貫通路５１は、シャフト５の長手方向における一端５ａから他端５ｂ側に延びる第１大
径部５１１と、他端５ｂから一端５ａ側に延びる第２大径部５１２と、第１大径部５１１
と第２大径部５１２の間の小径部５１３と、第１大径部５１１と小径部５１３とを繋ぐ縮
径部５１４と、第２大径部５１２と小径部５１３とを繋ぐ縮径部５１５と、を備えており
、これら５１１～５１５は、軸Ｙに沿って設けられている。
【００２５】
　第１大径部５１１は、シャフト５の一端５ａから、ピニオンギア６Ａの内径側までの範
囲に形成されている。
　第１大径部５１１の先端５１１ａは、シャフト５の長手方向で、ピニオンギア６Ａの回
転軸Ｘ側（シャフト５の他端５ｂ側）の端部６ａと、略一致しており、シャフト５の長手
方向における第１大径部５１１の長さＬ１は、第２大径部５１２の長さＬ２よりも長くな
っている。
【００２６】
　第２大径部５１２の先端５１２ａは、シャフト５の長手方向で、ピニオンギア６Ｂより
も他端５ｂ側に位置しており、後記する開閉弁３０の弁体３２の軸Ｙ方向の移動範囲を確
保できる長さＬ２で形成されている。
【００２７】
　縮径部５１４、５１５は、シャフト５の長手方向に沿って、小径部５１３に向かうにつ
れて縮径している。縮径部５１４は、ピニオンギア６Ａの端部６ａよりも、シャフト５の
他端５ｂ側に位置しており、縮径部５１５は、ピニオンギア６Ｂよりも、シャフト５の他
端５ｂ側に位置している。
【００２８】
　第１大径部５１１は、長手方向の全長に亘って同じ内径で形成されており、円板状のピ
ストン５２が内部に設けられている。
　ピストン５２は、第１大径部５１１の内径に整合する外径Ｒ１を有しており、シール処
理が施されている。第２大径部５１２から貫通路５１内に流入した潤滑油が、ピストン５
２の外周と第１大径部５１１の内周との隙間を通って、シャフト５の一端５ａ側に漏出す
るのを防止するためである。
【００２９】
　ピストン５２は、第１大径部５１１内を摺動しながら、シャフト５の長手方向に移動可
能とされており、第１大径部５１１内に配置されたスプリング５３により、一端５ａから
離れる方向（シャフト５の他端５ｂ側）に付勢されている。
【００３０】
　ピストン５２は、鉄やタングステンなどの高比重材料から構成されており、シャフト５
がデフケース２と一体に回転軸Ｘ周りに回転する際に、回転による遠心力で、スプリング
５３の付勢力に抗して一端５ａ側に移動できるようになっている。
【００３１】
　スプリング５３は、一端５３ｂを、ピストン５２に当接させ、他端５３ａを、第１大径
部５１１内に固定されたリング状のストッパ５５に当接させた状態で設けられている。ス
プリング５３は、車両が停止してデフケース２が回転していない場合に、ピストン５２を
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図２の（ａ）に示す基準位置に配置させるようになっている。
【００３２】
　シャフト５には、第１大径部５１１と、シャフト５のピニオンギア６Ａとの接合面とな
る外周面５ｃとを連通して、連通孔５６が設けられている。
　連通孔５６は、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａの内周面６１との接合部に
潤滑油を供給するために設けられている。
　図２の（ｂ）に示すように、連通孔５６は、シャフト５の軸方向から見て、径方向外側
に直線状に延びており、軸Ｙ周りの周方向で、一カ所にのみ設けられている。
【００３３】
　図２の（ａ）に示すシャフト５は、車両の前進走行時に、図中仮想線で示すデフケース
２と一体に回転軸Ｘ周りに時計回り方向に回転して、ピニオンギア６Ａ、６Ｂにトルクを
伝達する。
　ここで、ピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１とシャフト５の外周面５ｃとの間には、
ピニオンギア６Ａ、６Ｂをシャフト５で回転可能に支持させるために僅かな隙間が確保さ
れている。
　そのため、シャフト５からピニオンギア６Ａにトルクが伝達される場合、シャフト５を
軸方向から見ると、図２の（ｂ）に示すように、シャフト５の移動方向側の外周面５ｃ１
は、隙間無くピニオンギア６Ａに当接し、移動方向とは反対側の外周面５ｃ２は、ピニオ
ンギア６Ａとの間に隙間Ｓ１を空けた状態となる。
【００３４】
　実施の形態では、車両の前進走行時に連通孔５６がピニオンギア６Ａの内周面６１で塞
がれるようにするために、軸Ｙの軸方向から見て、車両の前進走行時のシャフト５の移動
方向側に連通孔５６が設けられている。
　なお、前記したようにシャフト５は、図示しないピンによりデフケース２に固定されて
軸Ｙ周りの自転が禁止されているので、連通孔５６の軸Ｙ周りの位置が、経時的に変化す
ることがないようになっている。
【００３５】
　さらに、図２の（ａ）に示すように、シャフト５には、小径部５１３と、シャフト５の
ピニオンギア６Ｂとの接合面となる外周面５ｃを連通して、連通孔５７が設けられている
。
　連通孔５７もまた、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ｂの内周面６１との接合
部に潤滑油を供給するために設けられている。
【００３６】
　この連通孔５７もまた、車両の前進走行時に連通孔５７がピニオンギア６Ｂの内周面６
１で塞がれるようにするために、軸Ｙから見て、車両の前進走行時のシャフト５の移動方
向に側に、直線状に設けられている。
【００３７】
　なお、実施の形態では、連通孔５６、５７は、ピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１と
シャフト５の外周面５ｃとの接合部の長手方向において、シャフト５の回転中心側（シャ
フト５の長手方向における中心を通る回転軸Ｘ側）に位置している。
　シャフト５は、車両の走行時にデフケース２と一体に回転軸Ｘ周りに回転するようにな
っており、連通孔５６、５７からピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１とシャフト５の外
周面５ｃとの接合部に供給された潤滑油が、シャフト５（デフケース２）の回転による遠
心力で回転中心側から離れる方向（図中矢印参照）に移動して、接合部が長手方向の全長
に亘って潤滑されるようにするためである。
【００３８】
　第２大径部５１２の他端５ｂ側には、第２大径部５１２の内部と外部とを連通または遮
断する開閉弁３０が設けられている。
　図２の（ｃ）に示すように、開閉弁３０は、リング状の仕切部材３１と、弁体３２と、
を備える。
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　仕切部材３１は、第２大径部５１２の段部５１２ｂと、第２大径部５１２の内周面に固
定されたスナップリング３４とにより、第２大径部５１２の長手方向における位置決めが
されており、弁体３２は、この仕切部材３１に、シャフト５の長手方向に進退移動可能に
設けられている。
【００３９】
　弁体３２は、円板状の弁部３２ａと、弁部３２ａの中央部から、シャフト５の他端５ｂ
側に延出する円柱部３２ｂと、を備える。
　弁体３２の円柱部３２ｂは、仕切部材３１の中央の開口３１ａを他端５ｂ側に貫通して
設けられており、仕切部材３１よりも他端５ｂ側に位置する円柱部３２ｂの外周には、ｅ
リング３３が外嵌して取り付けられている。
【００４０】
　ｅリング３３は、弁体３２がシャフト５の一端５ａ側に移動したときに仕切部材３１の
一方の面３１ｂに当接して、弁体３２の仕切部材３１からの脱落を防止するためのストッ
パとして機能する。なお、ｅリング３３は、軸Ｙ周りの周方向の一部が欠けたＣ形状を有
しているので、面３１ｂに当接しても、第２大径部５１２の内部と外部との連通を阻害し
ないようになっている。
【００４１】
　また、弁部３２ａは、弁体３２がシャフト５の他端５ｂ側に移動したときに仕切部材３
１の他方の面３１ｃに当接して、仕切部材３１の開口３１ａを介した第２大径部５１２の
内部と外部との連通を遮断する。
【００４２】
　本発明の作用を説明する。
　図３は、実施の形態にかかる潤滑構造の動作を説明する図であって、（ａ）は、車両が
停車している場合を、（ｂ）は、車両が低速で前進走行している場合を、（ｃ）は、車両
が高速で前進走行している場合を、それぞれ示している。
【００４３】
　車両が停車している場合には、スプリング５３により付勢されているピストン５２は、
図３の（ａ）に示す初期位置に配置されている。この状態では、貫通路５１内の圧力は、
外部の圧力とほぼ等しくなっているので、開閉弁３０の弁体３２は、仕切部材３１の開口
３１ａをほぼ閉じる位置に配置されている。すなわち、開閉弁３０は、貫通路５１の内部
と外部との連通をほぼ遮断している。
【００４４】
　この状態で車両が前進走行を開始すると、デフケース２が回転軸Ｘ周りに時計回り方向
に回転し、シャフト５もまた回転軸Ｘ周りに回転する。そうすると、回転による遠心力が
ピストン５２に作用し、この遠心力がスプリング５３の付勢力よりも大きくなると、ピス
トン５２が回転軸Ｘから見て径方向外側（シャフト５の一端５ａ側）に移動し、スプリン
グ５３の付勢力と遠心力とが釣り合う位置に移動する。
　この状態が図３の（ｂ）であり、ピストン５２は、図３の（ａ）の初期位置からΔＬｓ
だけ一端５ａ側に移動している。
【００４５】
　そうすると、ピストン５２が移動した分だけ貫通路５１（第１大径部５１１）内の容積
が大きくなるので、容積の増加量に応じて、貫通路５１内の圧力が、外部よりも低くなる
。
　ここで、シャフト５の移動方向に位置する連通孔５６、５７は、シャフト５が回転して
いる間はピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１で塞がれた状態であり、また、開閉弁３０
の弁体３２は仕切部材３１で移動可能に支持されているので、開閉弁３０の弁体３２は、
負圧によりシャフト５の他端５ｂから離れる方向に移動して、貫通路５１（第２大径部５
１２）の内部と外部とを僅かに連通させる。
　これにより、シャフト５の回転軸Ｘ周りの回転により、シャフト５の他端５ｂ側がデフ
ハウジング内の潤滑油内を移動する際に、潤滑油が開口３１ａを通って貫通路５１内に吸
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入されるようになる。
【００４６】
　そして、車両の速度がさらに速くなると、ピストン５２の一端５ａ側への移動量が多く
なるので、その分だけ潤滑油が貫通路５１内に導かれるようになる。
　例えば、図３（ｃ）に示す状態では、ピストン５２は、図３の（ａ）の初期位置からΔ
Ｌｆだけ一端５ａ側に移動しており、弁体３２は、ピストン５２の移動量に応じて、シャ
フト５の他端５ｂから離れる方向に移動して、貫通路５１（第２大径部５１２）の内部と
外部とを大きく連通させている。
【００４７】
　よって、車両の走行時には、ピストン５２が、車速の変化（デフケースの回転）に応じ
て第１大径部５１１内を長手方向に進退移動する、すなわちピストン５２がストロークを
繰り返すので、このストロークの繰り返しにより、貫通路５１内に潤滑油が蓄積（蓄圧）
される。
【００４８】
　そして、車両が停止する場合のように、車速が低下すると、遠心力よりもスプリング５
３の付勢力が大きくなって、ピストン５２が一端５ａから離れる方向に移動する。これに
より、貫通路５１内の圧力が外部よりも高くなった時点で、開閉弁３０の弁体３２が、貫
通路５１（第２大径部５１２）の内部と外部との連通を遮断するので、貫通路５１内の潤
滑油は、貫通路５１内の圧力により連通孔５６、５７から押し出されて、シャフト５の外
周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合部を潤滑する。
【００４９】
　なお、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合部に押
し出された潤滑油は、デフケース２（シャフト５）の回転による遠心力で、回転軸Ｘから
離れる方向（一端５ａおよび他端５ｂ側）に移動するので、シャフト５の外周面５ｃとピ
ニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合部が、長手方向（軸Ｙの軸方向）の全長に亘
って潤滑されるようになる。
　さらに、図１に示すように、外周面５ｃと内周面６１との接合部を一端５ａおよび他端
５ｂ側に移動した潤滑油は、ピニオンギア６Ａ、６Ｂの当接面６３と、デフケース２の内
周面２ｃとの接合面に到達し、この接合面を潤滑する。
【００５０】
　かかる構成の潤滑構造によると、車両の走行時に貫通路５１内に潤滑油を蓄積し、車両
が停止または車速が低下すると、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内
周面６１との接合部に潤滑油を供給して潤滑する。
　よって、車両が一端停止したのちに再び走行しようとした場合に、例えば左右の駆動輪
の片方がスリップして高速回転（差動回転）をして、ピニオンギア６Ａ、６Ｂがシャフト
５の軸Ｙ周りに高速で自転したとしても、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａ、
６Ｂの内周面６１との接合部には潤滑油が供給されているので、かかる接合部において焼
き付きが起こることが好適に防止される。
【００５１】
　ここで、実施形態におけるシャフト５の外周面５ｃが、発明におけるシャフトのピニオ
ンギアとの接合面に相当する。
【００５２】
　以上の通り、実施の形態では、差動装置１のデフケース２と一体に回転するシャフト５
に、軸方向に貫通する貫通路５１と、貫通路５１の軸方向における一方側の第１大径部５
１１内に配置されて貫通路５１の内外の連通を遮断すると共に、第１大径部５１１内で軸
方向に移動可能とされたピストン５２と、ピストン５２を軸方向における他方側に付勢す
るスプリング５３と、貫通路５１の軸方向における他方側の第２大径部５１２に設けられ
て、貫通路５１の内外の圧力差に応じて、貫通路５１の第２大径部５１２の内外を連通ま
たは遮断する開閉弁３０と、シャフト５のピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合
面である外周面５ｃと、貫通路５１とを連通する連通孔５６、５７と、を設けた構成の差
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動装置のデフケースにおける潤滑構造とした。
【００５３】
　このように構成すると、デフケース２と一体にシャフト５が回転すると、回転による遠
心力を受けたピストン５２が、スプリング５３の付勢力に抗して貫通路５１の第１大径部
５１１内をシャフト５の一端５ａ側に移動して、貫通路５１の容積を増大させる。
　そうすると、貫通路５１内の圧力が外部よりも小さくなって、シャフト５の他端５ｂ側
の開閉弁３０が、貫通路５１（第２大径部５１２）の内外を連通させるので、シャフト５
の他端５ｂ側が、デフハウジング内の潤滑油に浸かった際に貫通路５１内に潤滑油が吸い
込まれるようになる。
　そして、回転による遠心力が小さくなると、ピストン５２が第１大径部５１１内をシャ
フト５の他端５ｂ側に移動して貫通路５１の容積を減少させるので、貫通路５１内の圧力
が外部よりも大きくなって、開閉弁３０が貫通路５１の第２大径部５１２の内外の連通を
遮断し、さらに貫通路５１の容積が小さくなると、貫通路５１内の潤滑油が、連通孔５６
，５７を通ってシャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合
部に排出されて、接合部を潤滑する。
【００５４】
　よって、デフケース１００の開口部１００ｂ（図４の（ａ）参照）の開口軽を大きくす
ることやデフケース１００に向けて潤滑油を噴射するパイプ１０５（図４の（ａ）参照）
などを設けずに、デフケース内の高負荷で摺動する部位である接合面に潤滑油を確実に供
給できるので、デフケースの剛性強度を下げることなくデフケース内の潤滑を達成できる
。さらに、フリクションロスの問題を生じさせることなく、デフケース内の高負荷で摺動
する部位の焼き付きや摩耗を、より確実に防止できる。
　さらに、デフケース内の高負荷で摺動する部位の効率の良い潤滑が可能となるので、デ
フケースの開口部から汲み上げる潤滑油の量を抑えることができるようになる。よって、
デフハウジング内に貯留しておく潤滑油の量を少なくして、デフケースが回転する際の潤
滑油による攪拌抵抗を抑えることができるようになり、さらに攪拌抵抗が抑えられてフリ
クションロスが低減されるので、燃費の向上が可能となる。
　また、効率の良い潤滑が可能となるので、デフケース内の高負荷で摺動する部位の焼き
付き耐力が向上し、かかる部位に従来施していた表面処理のより安価な処理への変更が可
能となるので、製作コストの低減が可能となる。
　さらに、デフケースに向けて潤滑油を噴射するパイプを省略できるので、製作コストの
低減が可能となると共に、オイルポンプを大きくする必要がないので、オイルポンプのフ
リクションロスの低下による燃費の向上が可能となる。
【００５５】
　スプリング５３は、シャフト５の回転時に、シャフト５の回転による遠心力とスプリン
グ５３の付勢力とが釣り合う位置にピストン５３を配置させる構成とした。
　このように構成すると、スプリング５３のバネ係数を変更することで、シャフト５の外
周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合部の潤滑量を、適宜調整できる
。
【００５６】
　さらに、開閉弁３０は、貫通路５１内の圧力が、外圧よりも高いときには、貫通路５１
の第２大径部５１２の内外の連通を遮断し、外圧よりも低いときには、貫通路５１の第２
大径部５１２の内外を連通させる開閉弁である構成とした。
　このように構成すると、シャフト５（デフケース２）の回転による遠心力に応じて移動
するピストン５２により、貫通路５１内の圧力を変化させて、開閉弁３０による第２大径
部５１２の内外の連通と遮断とを行うので、開閉弁３０を駆動させるための機構を別途設
ける必要がない。また、シャフト５内にピストン５２や開閉弁３０を組み込むだけで良い
ので、デフケース２の内部空間Ｓを広げてデフケース２を大型化する必要もない。さらに
、既存の差動装置のシャフトを交換するだけで、デフケース２に潤滑構造を組み込むこと
ができる。
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【００５７】
　シャフト５は、デフケース２に回り止めされた状態で固定されており、シャフト５の連
通孔５６、５７は、シャフト５の軸方向（軸Ｙの軸方向）から見て、シャフト５がデフケ
ース２と回転する際の回転方向側に位置し、デフケース２の回転方向に沿って設けられて
いる構成とした。
　このように構成すると、シャフト５がデフケース２と一体に回転する場合、シャフト５
の回転方向側の外周面５ｃ１は、ピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１に隙間無く当接し
た状態となるので、回転による遠心力で移動するピストン５２により貫通路５１の容積が
増加する際に、連通孔５６、５７はピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１で塞がれた状態
となる。すなわち、ピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１が、連通孔５６、５７の蓋とな
る。
　よって、貫通路５１内を確実に負圧状態にして、シャフト５の他端５ｂ側の開閉弁３０
から、貫通路５１内に潤滑油を吸引できるようになる。
　これにより、デフケース２内の高負荷で摺動する部位である接合面に供給される潤滑油
を、貫通路５１内に確実に取り込むことができるので、車両の停止時や低速走行時にデフ
ケース２内の高負荷で摺動する部位を確実に潤滑できるようになる。
【００５８】
　連通孔５６、５７は、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１
との接合部において、シャフト５の長手方向（軸Ｙの軸方向）におけるシャフト５の回転
中心側（回転軸Ｘ側）にて連通している構成とした。
　このように構成すると、シャフト５が回転軸Ｘ周りに回転すると、連通孔５６、５７か
ら、シャフト５の外周面５ｃとピニオンギア６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合部に供給さ
れた潤滑油が、回転による遠心力で、接合部をシャフト５の一端５ａおよび他端５ｂ側に
移動して、シャフト５の外周面５ｃの、当該シャフト５の長手方向におけるピニオンギア
６Ａ、６Ｂの内周面６１との接合部を、長手方向の全長に亘って確実に潤滑できるように
なる。
【００５９】
　さらに、シャフト５の前記他方側の端面は、デフケース２の外周に露出している構成と
した。
　このように構成すると、デフハウジング内に貯留しておく潤滑油の量を少なくしても、
潤滑油を貫通路５１内に蓄積できる。よって、潤滑油の量を少なくして、デフケース２が
回転する際の潤滑油による攪拌抵抗を抑えることができるようになり、さらに攪拌抵抗が
抑えられてフリクションロスが低減されるので、燃費の向上が可能となる。
　また、デフケース１００の開口部１００ｂ（図４の（ａ）参照）の開口軽を大きくする
ことやデフケース１００に向けて潤滑油を噴射するパイプ１０５（図４の（ａ）参照）な
どを設けずに、デフケース内の高負荷で摺動する部位である接合面に潤滑油を確実に供給
できるので、デフケースの剛性強度を下げることなくデフケース内の潤滑を達成できる。
さらに、フリクションロスの問題を生じさせることなく、デフケース内の高負荷で摺動す
る部位の焼き付きや摩耗を、より確実に防止できる。
【００６０】
　前記した実施の形態では、連通孔５６、５７が、それぞれひとつずつ設けられている場
合を例示したが、シャフト５の回転方向側の外周面５ｃ１のうち、ピニオンギア６Ａ、６
Ｂの内周面６１に隙間無く当接した状態となる範囲内に、複数設けられていても良い。
【符号の説明】
【００６１】
　１　　　差動装置
　２　　　デフケース
　３　　　デフハウジング
　４　　　ベアリング
　５　　　シャフト
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　６Ａ、６Ｂ　　ピニオンギア
　７Ａ、７Ｂ　　サイドギア
　８　　　ファイナルギア
　９　　　アスクルシャフト
　２１　　軸部
　３０　　開閉弁
　３１　　仕切部材
　３２　　弁体
　３３　　ｅリング
　３４　　スナップリング
　５１　　貫通路
　５１１　第１大径部
　５１２　第２大径部
　５１３　小径部
　５１４　縮径部
　５１５　縮径部
　５２　　ピストン
　５３　　スプリング
　５５　　ストッパ
　５６　　連通孔
　５７　　連通孔
　６１　　内周面
　６２　　歯部
　６３　　当接面
　７１　　貫通孔
　７２　　歯部
　ＯＬ　　潤滑油
　Ｓ　　　内部空間
　Ｓ１　　　隙間
　Ｘ　　　回転軸（軸）
　Ｙ　　　軸
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